Why the Four-Worded Phrases were Preferred in Poetic Composition by the Men of Culture in Later Han Dynasty by 矢田 博士
一
、
序
代
の
詩
作
況
に
つ
い
て
、
梁
・
劉
は
『
文
心
雕
龍
』
明
詩
篇
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
初
四
言
、
韋
孟
首
唱
、
匡
諫
之
義
、
繼
軌
人
。
…
…
至

、
品
三
百
餘
篇
、
	章
國
采
、
亦
云
備
。
而
辭
人

翰
、
莫
見
五
言
。
以
李
陵
班

、
見
疑
於
後
代
也
。
〔
初
の
四
言
、
韋
孟
首
め
て
唱
へ
、
匡
諫
の
義
、
軌
を
人
に
繼
ぐ
。
…
…

に
至
り
、
三
百
餘
篇
を
品
し
、
	章
・
國
采
、
亦
た
云
に
備
す
。
而
れ
ど
も
辭
人
の

翰
に
、
五
言
を
見
る
莫
し
。
李
陵
・
班

、
後
代
に
疑
は
る
る
以
な
り
。〕
『
先
秦
魏
晉
南
北
	詩
』
（
欽
立
輯
校
、
中
書
局
）
を
手
が
か
り
に
、

の
詩
作
況
を

し
て
氣
づ
く
こ
と
は
、

に
お
い
て
は
句
中
や
句
末
に
「
兮
」
の
字
を
含
む
、
い
わ
ゆ
る
「
楚
歌
」
が
流
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
詩
形
を
四
言
と
五
言
に
限
っ
て
み
た
場
合
、
確
か
に
劉
の
指
摘
す
る
り
、
四
言
の
詩
に
つ
い
て
は
韋
孟
の
「
諷
諫
詩
」
「
在
鄒
詩
」
、
韋
玄
の
「
自
劾
詩
」
「
戒
子
孫
詩
」
な
ど
が
確
さ
れ
る
が
、
名
な
人
士
に
よ
る
五
言
の
詩
は
見
あ
た
ら
な
い
。
で
は
、
後
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
「
楚
歌
」
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、

に
比
べ
る
と
、
四
言
や
五
言
な
ど
の
齊
言
詩
が
え
始
め
る
。
た
だ
し
、
五
言
に
つ
い
て
は
、
古
詩
や
樂
府
古
辭
な
ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
作
不
明
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
名
な
人
士
の
詩
作
に
つ
い
て
は
、
五
言
の
詩
も
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
や
は
り
ね
四
言
を
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
再
び
『
先
秦
魏
晉
南
北
	詩
』
を
手
が
か
り
に
、
後
の
四
言
詩
と
五
言
詩
に
つ
い
て
、
後
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
因
に
つ
い
て
矢
田

士
作
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
げ
て
み
る
と
、
以
下
の
り
と
な
る
。
【
四
言
詩
】
白
狼
王
・

「
夷
樂
歌
」「
夷

歌
」「
夷
懷
歌
」、
東
王
劉
「
武

歌
詩
」
、
班
固
「
明
堂
詩
」
「
辟
雍
詩
」
「
靈
臺
詩
」、
傅
毅
「
	志
詩
」、
劉
珍
「
贊
賈
逵
詩
」、
張
衡
「
歌
」
「
歌
」「
怨
詩
」、
朱
穆
「
與
劉
伯
宗

交
詩
」、
桓
「
答
客
詩
」、
應
季
先
「
美
嚴
王
思
詩
」
、
秦
嘉
「
婚
詩
」
「

詩
」
、
蔡

「
答
對
元
式
詩
」
「
答
卜
元
嗣
詩
」
「
酸
棗
令
劉
熊
詩
三
首
」
趙
岐
「
歌
」、
孔
融
「
離
合
作
郡
姓
名
字
詩
」、
仲
長
統
「
見
志
詩
二
首
」「
詩
」、
王
粲
「
蔡
子
篤
詩
」「
士
孫
文
始
詩
」「
文
叔
良
詩
」
【
五
言
詩
】
班
固
「
詠
史
詩
」
、
石
「
費
鳳
別
詩
」
、
張
衡
「
同
聲
歌
」
「
詩
」
、
炎
「
詩
二
首
」
、
侯
瑾
「
歌
詩
」
「
志
詩
」
、
秦
嘉
「

詩
三
首
」
「
詩
」
、
趙
壹
「
秦
客
詩
」
「
魯
生
歌
」
、
蔡

「
飮
馬
長
窟
行
」「
鳥
詩
」、
孔
融
「
臨
詩
」、
辛
年
「

林
」、
宋
子
侯
「
董
嬌
饒
」、
蔡
	「
悲
詩
」
ま
ず
、
【
五
言
詩
】
の
方
か
ら
見
る
と
、
そ
の
傾
向
と
し
て
、
樂
府
系
の
作
（
張
衡
「
同
聲
歌
」、
蔡
「
飮
馬
長
窟
行
」
（
１
）
、
辛
年
「
林
」、
宋
子
侯
「
董
嬌
饒
」
）、
女
と
關
わ
り
の
深
い
詩
（
秦
嘉
「

詩
三
首
」
は
妻
に
っ
た
詩
、
蔡
「
悲
詩
」
は
蔡
と
い
う
女
性
の
作
）、
任
官
を
ん
だ
在
野
の
人
士
の
作
（
趙
壹
「
秦
客
詩
」「
魯
生
歌
」、
炎
「
詩
二
首
」、
侯
瑾
「
歌
詩
」
「
志
詩
」
）
（
２
）、
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
く
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
【
四
言
詩
】
の
方
は
、
①
後


の
儀
禮
と
關
わ
り
の
深
い
詩
（
白
狼
王
・

「
夷
樂
歌
」
「
夷

歌
」
「
夷
懷
歌
」
、
東
王
劉
 「
武

歌
詩
」
、
班
固
「
明
堂
詩
」
「
辟
雍
詩
」
「
靈
臺
詩
」
）、
②
あ
る
特
定
の
人
士
を
讃
美
す
る
た
め
の
詩
（
劉
珍
「
贊
賈
逵
詩
」
、
應
季
先
「
美
嚴
王
思
詩
」
）、
③
人
士
の
!で
や
り
と
り
さ
れ
る
答
詩
（
蔡
「
答
對
元
式
詩
」
や
王
粲
の
「
蔡
子
篤
詩
」
ほ
か
）
な
ど
、
儀
禮
"
#
素
お
よ
び
$交
"
#素
の
%い
詩
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
後


が
公
に
&め
て
い
た
詩
形
は
五
言
で
は
な
く
四
言
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
ま
た
、
後
人
士
が
$交
"
#素
の
%い
詩
を
作
る
際
に
は
優
先
"に
四
言
を
'擇
し
て
い
た
こ
と
を
、
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
後
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
と
い
っ
た
(況
に
つ
い
て
、
そ
の
#因
を
、
四
言
と
五
言
に
對
す
る
後
人
士
の
&識
と
い
う
)點
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
2
二
、
後
人
士
の
四
言
詩
ま
ず
初
め
に
、
後
人
士
の
四
言
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
特
を


の
【
四
言
詩
】
①
②
③
に
分
け
て
體
例
を
げ
な
が
ら
確
し
て
お
こ
う
。
【
①
後

	

の
儀
禮
と
關
わ
り
の
深
い
詩
】
《
白
狼
王
・

「
夷
樂
歌
」「
夷

歌
」「
夷
懷
歌
」》
『
後
書
』
卷
二
「
明
紀
」
に
永
十
七
年
の
こ
と
と
し
て
、
「
西
南
夷
哀
牢
・
耳
・
僥
・
槃
木
・
白
狼
・
動
黏
種
、
後

義
貢
獻
。
〔
西
南
夷
の
哀
牢
・
耳
・
僥
・
槃
木
・
白
狼
・
動
黏
の
種
、
後
し
て
義
を
ひ
貢
獻
す
。〕」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
白
狼
や

な
ど
の
西
南
の
民
族
が
後
に
歸
順
す
る
際
に
、
後

の
を
讃
え
る
た
め
に
彼
ら
が
作
っ
た
三
章
の
詩
を
、
州
刺
史
の
朱
輔
が
言
の
分
か
る
田
恭
と
い
う
に
譯
さ
せ
た
う
え
で
、
	

に
獻
上
し
た
も
の
で
あ
る
。『
後
書
』
卷
八
十
六
「
南
蠻
西
南
夷
列
傳
」
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
永
中
、
州
刺
史
梁
國
朱
輔
、
…
…
在
州
數
、
宣
示

、
威
懷
夷
。
…
…
白
狼
・
槃
木
・

等
百
餘
國
、
…
…
舉
種
奉
貢
、
稱
爲
臣
僕
。
輔
上
疏
曰
、
「
臣
聞
、
詩
云
『
彼
徂
岐
、
有
夷
之
行
』、
傳
曰
『
岐
雖
僻
、
而
人
不
』。
詩
人
誦
詠
、
以
爲
符
驗
。
今
白
狼
王

等

歸
義
、
作
詩
三
章
。
…
…
有
爲
郡
掾
田
恭
、
與
之
狎
、
頗
曉
其
言
。
臣
輒
令
訊
其
風
俗
、
譯
其
辭
語
。
…
…
昔
在

、
 四
夷
之
樂
。
今
之
!上
、
庶
備
其
一
」。
嘉
之
、
事
下
史
官
、
"其
歌
焉
。
〔
永
中
、
州
刺
史
・
梁
國
の
朱
輔
、
…
…
州
に
在
る
こ
と
數
、
の
を
宣
示
し
、
威
も
て
夷
を
懷 な
つけ
し
む
。
…
…
白
狼
・
槃
木
・

等
の
百
餘
國
、
…
…
種
を
舉
げ
て
奉
貢
し
、
稱
し
て
臣
僕
と
爲
す
。
輔
疏
を
上
り
て
曰
は
く
、
「
臣
聞
く
、
詩
（
#頌
・
天
作
）
に
『
彼
の
徂 ゆ
く
は
岐
に
し
て
、
夷 た
い
ら
か
な
る
行 み
ち
有
り
』
と
云
ひ
、
傳
に
『
岐
の
は
僻
な
り
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
人
は
し
と
せ
ず
』
と
曰
ふ
を
。
詩
人
の
誦
詠
、
以
っ
て
符
驗
と
爲
す
。
今
白
狼
王
・

等
を
ひ
義
に
歸
し
、
詩
を
作
る
こ
と
三
章
な
り
。
…
…
爲
郡
の
掾
の
田
恭
な
る
も
の
有
り
、
之
れ
と
狎
た
り
て
、
頗
る
其
の
言
に
曉 あき
らか
な
り
。
臣
輒
ち
其
の
風
俗
を
訊
き
、
其
の
辭
語
を
譯
せ
し
む
。
…
…
昔
在

、
四
夷
の
樂
を
 ふ
。
今
の
上
る
!、
庶
は
く
は
其
の
一
に
備
へ
ん
こ
と
を
」
と
。

之
れ
を
嘉
し
、
事
史
官
に
下
し
、
其
の
歌
を
"せ
し
む
。〕
な
お
、
白
狼
王
・

の
詩
を
獻
上
す
る
際
の
朱
輔
の
上
奏
文
に
、
後
漢
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
要
因
に
つ
い
て
（
矢
田
）
3
『
詩
經
』
の
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
點
は
、

以
の
考
察
と
の
關
わ
り
に
お
い
て
、
目
す
べ
き
點
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
詩
は
三
章
の
う
ち
の
「
夷

歌
」
を
以
下
に
	げ
て
お
く
。
後

の

義
を
い
、
長
く
險
し
い
の
り
を
も
の
と
も
せ
ず
、
後

に
歸
順
す
る
旨
を
詠
う
。
蠻
夷
處
、
日
入
之
部
、
義
向
、
歸
日
出
、

深
恩
、
與
人
富
厚
、
多
霜
、
多
和
雨
、

時
、
部
人
多
有
、
危
險
、
不
萬
里
、
去
俗
歸
、
心
歸
母
。
〔
蠻
夷
處
る
、
日
入
る
る
の
部
な
り
、
義
を
ひ
に
向
か
ひ
、
日
出
づ
る
の
に
歸
す
、


深
き
恩
あ
り
、
人
に
富
厚
を
與
ふ
、
に
霜
多
く
、
に
和
雨
多
く
、


時
に
ひ
、
部
人
有 た
もつ
こ
と
多
し
、
危
き
を
り
險
し
き
を

ふ
る
も
、
萬
里
を
し
と
せ
ず
、
俗
を
去
り
に
歸
す
る
こ
と
、
心
母
に
歸
す
る
が
ご
と
し
。〕
《
東
王
劉
「
武

歌
詩
」》
東
王
劉
は
、
光
武
の
子
で
明
の
同
母
弟
に
あ
た
る
。
明

の
信
任
が
厚
く
、
公
卿
と
と
も
に
後

の
禮
制
の
整
備
や
五
經
の
章
句
の
校
正
な
ど
に
從
事
し
た
。
「
武

歌
詩
」
は
劉
が
光
武
の
武
功
を
讃
え
、
そ
の
廟
で
用
い
る
歌
と
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
後

書
』
卷
二
「
明
紀
」
に
は
、
「
（
永
三
年
）
十
、
祭
光
武
廟
、
初
奏
文
始
・
五
行
・
武
之
。
〔
（
永
三
年
）
十
、
光
武
廟
に
祭
し
、
初
め
て
文
始
・
五
行
・
武
の
を
奏
す
。〕」
と
あ
る
。
於
穆
世
廟
、
肅
雍
顯
、
俊
乂
 
 、
秉
文
之
!、
越
序
上
、
駿
"來
#、
建
立
三
雍
、
封
禪
泰
山
、
章
明
圖
讖
、
放
$之
文
、
休
矣
惟
、
罔
射
協
同
、
本
支
百
世
、
永
保
厥
功
。
〔
於 あ
あ
穆 うる
わし
き
世
廟
、
肅
雍
に
し
て
顯
た
り
、
俊
乂
 
 た
り
、
文
を
秉 と
り
て
之
れ
!る
、
越 こ
こに
上
に
序
ず
る
に
、
駿
"
し
て
來
た
り
て
#ん
ず
、
三
雍
を
建
立
し
、
泰
山
に
封
禪
す
、
章
明
な
る
圖
讖
、
放
$
之
れ
文
あ
り
、
休 お
おい
な
る
か
な
惟 こ
の
、
協
同
に
射 い
とは
る
る
罔
し
、
本
支
百
世
、
永
へ
に
厥 そ
の
功
を
保
た
ん
。〕
光
武
の
廟
で
用
い
る
歌
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
明
ら
か
に
以
下
に
	げ
る
『
詩
經
』
%頌
・
廟
の
句
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
於
穆
廟
、
肅
&顯
相
、
濟
濟
多
士
、
秉
文
之
、
對
越
在
天
、
駿
"走
在
廟
、
不
顯
不
承
、
無
射
於
人
斯
。
〔
於 あ
あ
穆
し
き
廟
、
肅
&た
る
顯
相
、
濟
濟
た
る
多
士
、
文
を
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
4
秉
り
て
之
れ
あ
り
、
對 は
いせ
ら
れ
て
越 こ
こに
天
に
在
り
、
駿 と
く

走
し
て
廟
に
在
り
、
顯
は
れ
ざ
ら
ん
や
承
け
ざ
ら
ん
や
、
人
に
射 い
とは
る
る
無
し
。〕
こ
の
よ
う
に
『
詩
經
』
頌
・
廟
の
句
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
明
堂
・
辟
雍
・
靈
臺
の
い
わ
ゆ
る
「
三
雍
宮
」
を
建
立
し
た
こ
と
、
泰
山
で
封
禪
の
儀
式
を
行
っ
た
こ
と
、
光
武
の
正
統
性
は
圖
讖
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
後
が
堯
（
放
）
の
後
を
受
け
繼
ぐ
王
	で
あ
る
こ
と
（
３
）、
な
ど
を

げ
、
光
武
の
功
績
を
讃
え
る
の
で
あ
る
。
《
班
固
「
明
堂
詩
」「
辟
雍
詩
」「
靈
臺
詩
」》
班
固
の
「
兩
賦
」
の
末
尾
に
は
「
明
堂
詩
」「
辟
雍
詩
」「
靈
臺
詩
」
「
寶
鼎
詩
」「
白
雉
詩
」
と
い
う
五
篇
の
詩
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
「
明
堂
詩
」
「
辟
雍
詩
」
「
靈
臺
詩
」
の
三
篇
が
四
言
の
作
で
、
「
寶
鼎
詩
」「
白
雉
詩
」
の
二
篇
は
楚
歌
體
の
作
で
あ
る
。
「
明
堂
」
は
、
天
子
が
政
を
行
う
場
。
「
辟
雍
」
は
、
天
子
が
設
け
た
大
學
。
「
靈
臺
」
は
、
天
子
が
天
文
な
ど
を
察
す
る
高
臺
。
あ
わ
せ
て
「
三
雍
宮
」
と
も
呼
ば
れ
、
中
元
元
年
に
光
武
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
因
み
に
、
光
武
は
明
の
永
二
年
春
正
に
自
ら
が
建
て
た
明
堂
に
宗
祀
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
班
固
も
「
明
堂
詩
」
の
中
で
、
の
よ
う
に
詠
う
。
於
昭
明
堂
、
明
堂
孔
陽
、
皇
宗
祀
、
穆
穆
煌
煌
、
上
宴
饗
、
五
位
時
序
、
誰
其
配
之
、
世
光
武
、
普
天
土
、
各
以
其
職
、
猗
歟
緝
煕
、
允
懷
多
。
〔
於 あ
あ
昭
ら
か
な
る
明
堂
、
明
堂
孔 はな
はだ
陽 あ
きら
か
な
り
、
皇
の
宗
祀
、
穆
穆
た
り
煌
煌
た
り
、
上

宴
饗
し
、
五
位
時
に
序
ず
、
誰
か
其
れ
之
れ
に
配
す
る
、
世
光
武
な
り
、
普
天
土
、
各
お
の
其
の
職
を
以
っ
て
す
、
猗
歟
あ
あ
緝
煕
に
し
て
、
允 ま
こ
とに
多
を
懷 き
たす
。〕
な
お
、
こ
の
詩
に
お
い
て
も
、
「
於
昭
于
天
〔
於 あ
あ
天
に
昭
ら
か
な
り
〕
」
（
大
・
文
王
）、
「
我
朱
孔
陽
〔
我
が
朱
孔
だ
陽
ら
か
な
り
〕
」
（
風
・
七
）、
「
穆
穆
皇
皇
〔
穆
穆
た
り
皇
皇
た
り
〕
」
（
大
・
假
樂
）、
「
普
天
之
下
、
莫
非
王
土
、
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
。
〔
普
天
の
下
、
王
の
土
に
非
ざ
る
莫
く
、
土
の
濱
、
王
の
臣
に
非
ざ
る
莫
し
。〕」
（
小
・
北
山
）、「
於
緝
煕
〔
於 あ
あ
緝
煕
に
し
て
〕」 （
頌
・
昊
天
有
命
）、
「
聿
懷
多
〔
聿
に
多
を
懷
す
〕
」
（
大
・
大
明
）
な
ど
、
『
詩
經
』
の
句
が
明
ら
か
に
踏
ま
え
ら
れ
て
い
よ
う
。
【
②
あ
る
特
定
の
人
士
を
讃
美
す
る
た
め
の
詩
】
《
劉
珍
「
贊
賈
逵
詩
」》
後
漢
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
要
因
に
つ
い
て
（
矢
田
）
5
劉
珍
の
詩
は
、
賈
逵
を
讃
美
し
た
も
の
で
、
四
句
の
み
今
に
傳
わ
る
。

揚
暉
、
如
山
如
雲
、
世
有
令
聞
、
以
迄
于
君
。
〔
を

し
き
暉 かが
やき
を
揚
ぐ
る
こ
と
、
山
の
如
く
雲
の
如
し
、
世
に
令
聞
有
り
、
以
っ
て
君
に
迄 お
よぶ
。〕
劉
珍
は
、
安
の
永
初
四
年
に
五
經
士
と
と
も
に
宮
中
の
經
の
校
勘
を
命
じ
ら
れ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
（
『
後
書
』
卷
五
「
安

紀
」
）。
贊
美
の
對
象
と
さ
れ
た
賈
逵
も
ま
た
、
後
世
の
人
々
か
ら
儒
と
稱
さ
れ
た
後
を
代
表
す
る
學
	の
一
人
。

冠
に
し
て
『
春
秋
左
氏
傳
』
お
よ
び
五
經
の
本
文
を
諳
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
、
白
虎
會
議
に
お
い
て
は
『
春
秋
左
氏
傳
』
が
他
の
二
傳
に
優
る
こ
と
を
つ
ぶ
さ
に
い
た
。
そ
の
す
の
經
傳
・
義
詁
お
よ
び
論
は
百
數
十
言
に
び
、
さ
ら
に
詩
・
頌
・
誄
・
珠
な
ど
も
作
っ
た
と
言
う
（
『
後

書
』
卷
三
十
六
「
賈
逵
傳
」
）。
「

」
は
、
文
章
を
作
る
こ
と
。
劉
珍
の
詩
は
、
賈
逵
の
學
	と
し
て

に
優
れ
た
點
を
讃
え
た
も
の
と

斷
さ
れ
る
。
《
應
季
先
「
美
嚴
王
思
詩
」》
應
季
先
の
詩
は
、
常
に
惠
愛
を
も
っ
て
民
に
接
し
、
民
か
ら
父
母
の
よ
う
に
わ
れ
た
揚
州
刺
史
の
嚴
王
思
を
襃
め
稱
え
た
も
の
。
『
陽
國
志
』
巴
志
に
、
巴
郡
嚴
王
思
爲
揚
州
刺
史
、
惠
愛
在
民
。
當
官
、
吏
民
塞
路
攀
轅
。
詔
遂
留
之
。
居
官
十
八
年
卒
。
百
姓
喪
考
妣
。
義

	、
齎
錢
百
萬
、
欲
以
贍
王
思
家
。
其
子
徐
州
刺
史
、
不
受
。

吏
義
崇
不
持
、
乃
散
以
爲
、
行
客
。
巴
郡
太
守
汝
南
應
季
先
善
而
美
之
、
乃
作
詩
曰
、
…
…
〔
巴
郡
の
嚴
王
思
揚
州
刺
史
と
爲
り
、
惠
愛
民
に
在
り
。
官
を
さ
れ
ん
と
す
る
に
當
た
る
に
、
吏
民
路
を
塞 ふ
さぎ
轅
に
攀 よ
じ
る
。
詔
あ
り
て
遂
に
之
れ
を
留
め
し
む
。
官
に
居
る
こ
と
十
八
年
に
し
て
卒
す
。
百
姓
考
妣
を
喪
ふ
が
し
。
義
も
て
る
	、
錢
を
齎 もた
らす
こ
と
百
萬
、
以
っ
て
王
思
の
家
に
贍 あ
たへ
ん
と
欲
す
。
其
の
子
は
徐
州
刺
史
に
し
て
、
受
け
ず
。
吏
義
は
崇 た
かく
し
て
持
ち
る
に
び
ず
、
乃
ち
散
じ
て
以
っ
て
と
爲
し
、
行
客
に

ら
は
し
む
。
巴
郡
太
守
・
汝
南
の
應
季
先
善
し
と
し
て
之
れ
を
美 ほ
め
て
、
乃
ち
詩
を
作
り
て
曰
は
く
、
…
…
〕
と
あ
り
、
そ
の
詩
に
以
下
の
よ
う
に
詠
う
。
乘
彼
西
、
潭
潭
其
淵
、
君
子
悌
、
作
民
二
親
、
世
 愛
、
式
鏡
後
人
。
〔
彼
の
西
に
乘
ず
、
潭
潭
た
る
其
の
淵
、
君
子
は
悌
に
し
て
、
民
の
二
親
と
作
る
、
世
に
し
て
愛
を
 し
、
式 も
っ
て
後
人
を
鏡 て
ら
す
。〕
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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三
・
四
句
目
は
、
明
ら
か
に
『
詩
經
』
大
・

の
「
豈
弟
君
子
、
民
之
父
母
。
〔
豈
弟
の
君
子
は
、
民
の
父
母
な
り
。
〕
」
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
ま
た
、
詩
に
よ
っ
て
人
を
「
美 ほ
む
」
と
い
う
行
爲
は
、『
詩
經
』
毛
傳
の
「
美
刺
」
と
の
關
が
指
摘
で
き
よ
う
。
【
③
人
士
の
で
や
り
と
り
さ
れ
る
答
詩
】
後
	の
答
詩
は
、
秦
嘉
と
徐
淑
の
夫


で
や
り
と
り
さ
れ
た
も
の
に
五
言
と
楚
歌
體
の
詩
が
見
ら
れ
る
以
外
は
、
て
四
言
の
作
で
あ
る （
４
）。
こ
の
こ
と
よ
り
後
	に
お
い
て
は
、
人
士
の
で
の
詩
の
答
は
、
四
言
で
行
う
の
が
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
桓

の
「
答
客
詩
」
と
蔡
の
「
答
對
元
式
詩
」「
答
卜
元
嗣
詩
」
を
げ
、
そ
の
特
を
確
し
て
み
た
い
。
な
お
、
王
粲
の
四
言
答
詩
に
つ
い
て
は
、
第
五
に
お
い
て
考
察
す
る
。
《
桓
「
答
客
詩
」》
桓
の
詩
に
つ
い
て
は
、
張
隲
の
『
文
士
傳
』
に
以
下
の
よ
う
に
言
う （５
）。
桓
字
元
鳳
。
伯
父
焉
知
名
、
官
至
太
尉
。
察
好
學
、
年
十
三
四
、
在
焉
坐
。
有
宿
年
客
。
焉
之
曰
、
「
吾
此
弟
子
、
頗
有
才
。
今
已
獵
書
傳
、
殊
能
作
詩
賦
。
君
試
爲
口
賦
、
試
與
之
」。
客
乃
爲
詩
曰
、「
…
…
」。

答
曰
、「
…
…
」。
〔
桓

字
は
元
鳳
。
伯
父
の
焉
名
を
知
ら
れ
、
官
は
太
尉
に
至
る
。
察
に
し
て
學
を
好
み
、
年
十
三
四
な
る
と
き
、
焉
の
坐
に
在
り
。
宿
客
有
り
。
焉
之
れ
に
げ
て
曰
は
く
、
「
吾
が
此
の
弟
子
、
頗
る
才
有
り
。
今
已
に
書
傳
を
獵
し
、
殊
に
能
く
詩
賦
を
作
る
。
君
試
み
に
口
賦
を
爲
し
、
試
み
に
之
れ
に
與
へ
ん
」
と
。
客
乃
ち
詩
を
爲
り
て
曰
は
く
、「
…
…
」
と
。

ち
答
へ
て
曰
は
く
、「
…
…
」
と
。〕
こ
こ
に
見
え
る
桓
焉
と
は
、
桓
の
伯
父
で
順
の
永
和
年
に
太
尉
に
ま
で
至
っ
た
人
で
あ
る
。
桓
焉
の
家
は
、
書
を
家
學
と
し
、

父
の
桓
榮
の
頃
よ
り
代
々
皇
に
經
學
を
授
け
る
「
師
」
の
家
柄
で
、
そ
の
家
に
は
常
に
多
く
の
門
徒
が
集
ま
っ
た
と
言
う
（
『
後
	書
』
卷
三
十
七
「
桓
榮
傳
」）。
桓
焉
の
家
で
催
さ
れ
た
宴
席
で
の
こ
と
。
同
席
し
て
い
た
當
時
十
三
か
十
四
で
あ
っ
た
桓
が
、
彼
の
詩
の
才
能
を
試
そ
う
と
し
た
客
か
ら
詩
を
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
さ
ま
詩
を
作
っ
て
答
し
た
と
言
う
。
詩
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
り
で
あ
る
。
甘
羅
十
二
、
楊
烏
九
齡
、
昔
有
二
子
、
今
則
桓
生
、
參
差
等
蹤
、
世
齊
名
。
〔
甘
羅
は
十
二
、
楊
烏
は
九
齡
、
昔
は
二
子
有
り
、
今
は
則
ち
桓
後
漢
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
要
因
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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生
あ
り
、
參
差
と
し
て
蹤
を
等
し
く
し
、
世
を
に
す
る
も
名
を
齊
し
く
す
。〕
矣
甘
羅
、
超
等
倫
、
伊
彼
楊
烏
、
命
世
稱
賢
、
嗟
予
蠢
、
殊
才
年
、
仰
慙
二
子
、
俯

言
。
〔

は
るか
な
る
か
な
甘
羅
、
等
を
超
え
倫
を
つ
、
伊 こ
れ
彼
の
楊
烏
、
世
に
命 な
あ
り
て
賢
と
稱
せ
ら
る
、
嗟 あ
あ
予
の
蠢
な
る
、
才
を
殊 こ
とに
し
年
を

こ
とに
す
、
仰
ぎ
て
二
子
に
慙
ぢ
、
俯
し
て

言
に
づ
。〕
甘
羅
は
、
十
二
	の
時
に
秦
の
始
皇

の
使
い
と
し
て
趙
に
赴
き
、
趙
王
を

し
て
五
を
讓
さ
せ
、
上
卿
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
人
物
（
『
史
記
』
卷
七
十
一
「
樗
里
子
甘
列
傳
」
）。
楊
烏
は
、

の
楊
雄
の
子
。
九
	で
父
の
楊
雄
と
學
問
に
つ
い
て
議
論
し
た
と
言
う
（
６
）。
客
お
そ
ら
く
は
桓
焉
の
學
問
を
っ
て
そ
の
門
を
訪
ね
た
門
徒
の
一
人
で
あ
ろ
う
が
詩
に
よ
っ
て
、
桓
の
才
能
を
こ
れ
ら
二
人
の
人
物
に
敵
す
る
も
の
と
讃
え
た
の
に
對
し
て
、
桓
も
ま
た
詩
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
才
能
が
こ
れ
ら
二
人
の
人
物
に
は
く
ば
な
い
と
答
え
た
、
と
い
う
も
の
。
《
蔡
「
答
對
元
式
詩
」「
答
卜
元
嗣
詩
」》
蔡
は
、
熹
四
年
に
靈

の
詔
に
よ
り
、
五
經
の
文
字
を
校
訂
し
て
石
に
刻
し
太
學
門
外
に
建
て
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
後
を
代
表
す
る
學
の
一
人
。
彼
の
「
答
對
元
式
詩
」
は
、
頭
二
句
の
容
か
ら
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
蔡
の
立
ち
を
る
別
の
宴
席
で
對
元
式
と
い
う
人
物
か
ら
ら
れ
た
詩
に
答
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
伊
余
有
行
、
爰
 茲
邦
、
先
!
"學
、
同
#
$從
、
濟
濟
羣
%、
如
雲
如
龍
、
君
子
"文
、
貽
我
&
'、
辭
之
集
矣
、
穆
如
(風
。
〔
伊
れ
余
行
く
有
り
、
爰
に
茲
の
邦
に
 る
、
先
!は
"學
に
し
て
、
同
#は
$從
す
、
濟
濟
た
る
羣
%、
雲
の
如
く
龍
の
如
し
、
君
子
"文
に
し
て
、
我
れ
に
&
'を
貽 お
くる
、
辭
の
集
ま
れ
り
、
穆 うる
わし
き
こ
と
(風
の
如
し
。〕
「
濟
濟
羣
%」
の
句
は
、
『
詩
經
』
大
)・
文
王
の
「
濟
濟
多
士
〔
濟
濟
た
る
多
士
〕」
の
句
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
ま
た
、
末
尾
の
四
句
は
、
同
じ
く
「
大
)・
*民
」
の
「
吉
甫
作
誦
、
穆
如
(風
、
仲
山
甫
永
懷
、
以
慰
其
心
。〔
吉
甫
誦
を
作
り
、
穆
し
き
こ
と
(風
の
如
し
、
仲
山
甫
永
へ
に
懷
ひ
、
以
っ
て
其
の
心
を
慰
む
。〕」
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
「
大
)・
*民
」
は
、
齊
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
仲
山
甫
に
尹
吉
甫
が
っ
た
詩
。
す
な
わ
ち
、
詩
を
っ
て
く
れ
た
對
元
式
を
尹
吉
甫
に
、
「
邦
に
 る
」
自
ら
を
仲
山
甫
に
そ
れ
ぞ
れ
な
ぞ
ら
え
て
、
對
元
式
の
詩
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
8
う
。「
答
卜
元
嗣
詩
」
も
ま
た
、
お
そ
ら
く
「
答
對
元
式
詩
」
と
同
時
同
座
の
作
か
と
思
わ
れ
る
。
詩
に
よ
っ
て
分
な
襃
め
言
を
っ
て
く
れ
た
卜
元
嗣
に
、
縮
し
つ
つ
感
謝
の
意
を
表
し
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
斌
斌
碩
人
、
貽
我
以
文
、
辱
此
休
辭
、
非
余
希
、
敢
不
酬
答
、
賦
誦
以
歸
。
〔
斌
斌
ひ
ん
ぴ
んた
る
碩
人
、
我
れ
に
貽 お
くる
に
文
を
以
っ
て
す
、
此
の
休 お
おい
な
る
辭
、
余
の
希
ふ
に
非
ざ
る
を
辱
づ
、
敢
へ
て
酬
答
せ
ざ
ら
ん
や
、
誦
を
賦
し
て
以
っ
て
歸
す
。〕
以
上
、
後
の
名
な
人
士
の
四
言
詩
の
中
か
ら
、
	な
も
の
を
取
り
上
げ
て
み
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
二
點
、
「
後
の


が
公
に
め
て
い
た
詩
形
は
四
言
で
あ
っ
た
と
斷
さ
れ
る
こ
と
」、「
後

人
士
が
交

素
の
い
詩
を
作
る
際
に
優
先
に
擇
し
た
詩
形
は
四
言
で
あ
っ
た
と
斷
さ
れ
る
こ
と
」
に
加
え
、
本
で
は
、
後
の
名
な
人
士
の
四
言
詩
に
は
、
『
詩
經
』
か
ら
の
影
が
多
分
に
め
ら
れ
る
と
い
う
點
を
確
し
て
お
き
た
い
（
７
）。
三
、
四
言
と
五
言
に
對
す
る
後
人
士
の
識
後
に
お
い
て
は
、
名
な
人
士
の
詩
作
は
、
五
言
よ
り
も
四
言
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
で
は
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
本
で
は
、
そ
の

因
を
考
え
て
い
く
う
え
で
の
有
效
な
手
續
き
と
し
て
、
四
言
と
五
言
と
い
う
詩
形
に
對
し
て
、
當
時
の
人
士
が
ど
の
よ
う
な
識
を
い
て
い
た
の
か
、
と
い
う
點
に
つ
い
て
、
西
晉
・
摯
の
識
を
手
が
か
り
に
確
し
て
み
た
い
。
摯
は
『
文
章
流
別
論
（
８
）』
の
中
で
、
「
古
詩
以
四
言
爲
體
。
〔
古
詩
は
ね
四
言
を
以
っ
て
體
と
爲
す
。〕」
や
「

之
韻
、
四
言
爲
正
。
〔

の
韻
は
、
四
言
を
正
と
爲
す
。
〕
」
と
言
う
よ
う
に
、
四
言
に
つ
い
て
は
「
古
詩
」
す
な
わ
ち
『
詩
經
』
に
由
來
し
（
９
）、
典
な
趣
き
を
備
え
持
つ
「
正
體
」
と
も
言
え
る
詩
形
と
捉
え
、
一
方
の
五
言
に
つ
い
て
は
、「
五
言
、
…
…
於
俳
諧
倡
樂
多
用
之
。〔
五
言
な
る
、
…
…
俳
諧
倡
樂
に
於
い
て
多
く
之
れ
を
用
ふ
。〕」
と
言
う
よ
う
に
、
俳
優
・
樂
人
な
ど
が
多
用
す
る
俗
樂
と
關
わ
り
の
深
い
俗
な
詩
形
と
捉
え
て
い
る
。
四
言
詩
の
由
來
を
『
詩
經
』
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
お
か
た
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
實
際
、
後
人
士
の
四
言
詩
に
も
『
詩
經
』
か
ら
の
影
が
多
分
に
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
後
人
士
も
ま
た
、
後
漢
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
要
因
に
つ
い
て
（
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田
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四
言
に
つ
い
て
は
摯
と
同
樣
の
識
を
い
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
五
言
詩
に
つ
い
て
後
の
人
士
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
五
言
詩
を
俳
諧
倡
樂
と
の
關
わ
り
に
お
い
て
捉
え
る
摯
の
識
は
、
や
は
り
目
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
五
言
詩
と
俳
諧
倡
樂
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
、
確
し
て
み
た
い
。
（
）《
俗
樂
・
樂
府
と
五
言
詩
と
の
關
わ
り
》
先
行
究
に
よ
れ
ば
、
五
言
詩
は
も
と
も
と
樂
府
を
は
じ
め
俗
樂
に
關
わ
り
の
深
い
も
の
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
中
國
側
で
は
、
王
瑤
	『
中
國
詩
歌
發
展

話
』
（
中
國
年
出
版
、
一
九
八
二
年
、
初
版
は
一
九
五
六
年
）
の
「
魏
晉
五
言
詩
」
に
、
「
五
言
詩
體
本
由
樂
府
詩
而
來
、
它
正
式
立
在
二
・
三
世
紀
之
交
、
就
是
文
學
史
上
謂
建
安
時
代
。
」
と
あ
り
、
余
冠

	『
古
代
文
學
雜
論
』
（
中
書
局
、
一
九
八
七
年
）
收
「
魏
六
詩

言
」
に
も
、
「
樂
府
民
歌
原
來
句
式
有
一
定
、
…
…
後
來
却
趨
向
整
齊
五
言
詩
體
。
文
人
作
樂
府
、
興
趣
于
五
言
、
到
了
末
便
形
五
言
詩
特
別

榮
氣
象
。」
と
あ
る
。
日
本
側
で
は
、
岡
村
論
文
「
五
言
詩
の
文
學
定
の

」
（
『
中
國
學
會
報
』
第
十
七
卷
、
一
九
七
一
年
）
が
、
五
言
詩
の
文
學
と
し
て
定
し
て
い
く

を
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
そ
の
點
を
筆
な
り
に
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
①
五
言
の
歌
の
リ
ズ
ム
は
、
楚
の
地
域
を
中
心
に
少
な
く
と
も

の
初
期
に
定
型
が
出
來
上
が
っ
て
い
た
。
②

初
期
に
楚
人
が
大
量
に
關
中
に
み
い
て
以
 、
宮
!を
中
心
に
長
安
"邊
で
流
行
し
、
宮
!の
女
性
や
佞
幸
の
樂
人
、
一
般
の
民
衆
に
よ
っ
て
愛
好
さ
れ
た
。
③
や
が
て
俗
樂
を
掌
る
樂
府
で
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

#の
頃
に
宮
!樂
府
や
貴
戚
の
$で
輕
佻
%
&な
'樂
を
愛
好
す
る
風
(が
は
び
こ
る
と
、
本
質

に
輕
俗
な
)べ
を
持
つ
五
言
の
歌
が
い
っ
そ
う
好
ん
で
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
④
上
*階
+に
よ
る
俗
樂
愛
好
の
風
(は
、
後
に
入
っ
て
も
受
け
繼
が
れ
、
五
言
と
い
う
輕
巧
で
垢
ぬ
け
し
た
貴
族
リ
ズ
ム
に
魅
せ
ら
れ
た
文
人
に
よ
っ
て
も
、
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
柳
川
順
子
論
文
「
代
五
言
詩
歌
と
死
後
の
世
界
」
（
『
中
國
文
學
論
集
』
三
十
六
號
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
岡
村
論
文
を
承
け
て
、

代
の
五
言
「
古
詩
」
に
つ
い
て
、
詩
群
と
し
て
の
立
は
、
後
時
代
初
頭
、
洛
陽
の
王
侯
貴
顯
た
ち
が
,催
す
る
宴
席
に
お
い
て
と
推
測
さ
れ
る
が
、
「
古
詩
」
の
中
で
も
男
女
の
離
別
の
-を
,
テ
ー
マ
と
す
る
、
原
初
と
思
わ
れ
る
.篇
に
つ
い
て
は
、

の
後
宮
"邊
で
/
生
し
、
宴
席
に
悲
哀
の
感
-を
提
供
す
る
文
0と
し
て
行
わ
れ
た
、
と
の
見
方
を
示
し
、
ま
た
、
「
古
詩
」
に
死
後
の
世
界
に
言
1す
る
も
の
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
10
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
目
し
、
そ
の
因
を
、
皇
の
死
後
、
そ
の
園
陵
に
配
さ
れ
生
と
同
じ
よ
う
に
皇
に
仕
え
る
こ
と
を
い
ら
れ
た
後
宮
の
女
性
た
ち
の
存
在
に
求
め
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
宴
席
で
あ
れ
、
死
の
眠
る
陵
の
側
で
あ
れ
、
そ
こ
で
演
奏
さ
れ
て
い
た
の
は
俗
樂
で
あ
る
こ
と
、
五
言
詩
型
が
俗
樂
と
の
親
和
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
松
岡
榮
志
論
文
「
李
	年
と
樂
府
」
（
『
學

國
語
國
文
學
』
第
十
九
號
、
一
九
八
四
年
）
に
は
、
「
樂
府
は

の
上
林
に
あ
っ
て
、
宮
女
た
ち
が
き
臥
し
す
る
未
央
宮
の
後
宮
に
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
後
宮
に
は
女
樂
の
專
任
職
員
も
い
た
の
で
、
こ
の
あ
た
り
に
出
入
り
す
る
倡
優
や
樂
人
た
ち
の
數
は
夥
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。」
と
、
樂
府
と
後
宮
の
宮
女
お
よ
び
俳
優
・
樂
人
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
（
）《
樂
府
・
俗
樂
と
俳
諧
倡
樂
と
の
關
わ
り
》
五
言
詩
が
樂
府
を
は
じ
め
俗
樂
に
關
わ
り
の
深
い
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
樂
府
や
貴
戚
・
富
豪
の
催
す
る
宴
會
な
ど
で
俗
樂
を
擔
っ
て
い
た
の
は
、
い
っ
た
い
誰
で
あ
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
松
岡
論
文
の
指
摘
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
俳
諧
倡
樂
」「
倡
俳
」「
倡
優
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
點
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
以
下
の
料
が
裏
付
け
と
な
ろ
う
。
〈
イ
〉
召
信
臣
字
卿
、
九
江
壽
春
人
也
。
…
…
竟
中
、
爲
少
府
、
列
於
九
卿
、
…
…
又
奏
省
樂
府
門
倡
優
戲
、
…
…
。
〔
召
信
臣
字
は
卿
、
九
江
壽
春
の
人
な
り
。
…
…
竟

中
、
さ
れ
て
少
府
と
爲
り
、
九
卿
に
列
せ
ら
れ
、
…
…
又
た
奏
す
ら
く
、
樂
府
門
の
倡
優
戲
を
省
き
、
…
…
と
。
／
『
書
』
卷
八
十
九
「
循
吏
傳
」〕
〈
ロ
〉
至

時
、
…
…
是
時
、
鄭
聲
尤
甚
。
門
名
倡
丙
彊
・
景
武
之
屬
富
顯
於
世
、
貴
戚
・
五
侯
・
定
陵
・
富
・
外
戚
之
家
、
淫
侈
度
、
至
與
人
爭
女
樂
。
哀
自
爲
定
陶
王
時
疾
之
、
…
…
其
罷
樂
府
官
。
〔

の
時
に
至
り
、
…
…
是
の
時
、
鄭
聲
尤
も
甚
し
。
門
の
名
倡
た
る
丙
彊
・
景
武
の
屬
世
に
富
顯
に
し
て
、
貴
戚
・
五
侯
・
定
陵
・
富
・
外
戚
の
家
、
淫
侈
度
を

ぎ
、
人
と
女
樂
を
爭
ふ
に
至
る
。
哀

定
陶
王
た
り
し
時
よ
り
之
れ
を
疾
み
、
…
…
其
の
樂
府
の
官
を
罷
め
し
む
。
／
『
書
』
卷
二
十
二
「
禮
樂
志
」〕
〈
ハ
〉
冀
乃
大
第
舍
、
而
壽
亦
對
街
爲
宅
。
…
…
冀
壽
共
乘
輦
車
、
張
蓋
、
以
金
銀
、
游
觀
第
、
多
從
倡
伎
、
鳴
鍾
吹
管
、
酣
謳
竟
路
。
後
漢
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
要
因
に
つ
い
て
（
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〔
冀
は
乃
ち
大
い
に
第
舍
を
こ
し
、
而
し
て
壽
も
亦
た
街
に
對
し
て
宅
を
爲
る
。
…
…
冀
と
壽
共
に
輦
車
に
乘
り
、
蓋
を
張
り
、
る
に
金
銀
を
以
っ
て
し
、
觀
第
に
游
び
、
多
く
倡
伎
を
從
ひ
、
鍾
を
鳴
ら
し
管
を
吹
か
し
め
、
謳
を
酣 たけ
な
わ
に
し
て
路
に
竟 つ
らな
る
。
／
『
後
書
』
卷
三
十
四
「
梁
冀
傳
」〕
〈
ニ
〉
豪
人
之
室
、
棟
數
百
、
…
…
妖
童
美
妾
、
乎
綺
室
、
倡
謳
伎
樂
、
列
乎
深
堂
。
〔
豪
人
の
室
、
棟
を
ぬ
る
こ
と
數
百
、
…
…
妖
童
・
美
妾
、
綺
室
を
め
、
倡
謳
・
伎
樂
、
深
堂
に
列
な
る
。
／
『
後

書
』
卷
四
十
九
「
仲
長
統
傳
」〕
〈
ホ
〉
盧
植
、
…
…
少
與
鄭
玄
倶
事
馬
融
。
…
…
融
外
戚
豪
家
、
多
列
女
倡
、
歌
於
	。
〔
盧
植
、
…
…
少
く
し
て
鄭
玄
と
倶
に
馬
融
に
事
ふ
。
…
…
融
は
外
戚
の
豪
家
に
し
て
、
多
く
女
倡
を
列
ね
、
	に
歌

せ
し
む
。
／
『
後
書
』
卷
六
十
四
「
盧
植
傳
」〕
〈
イ
〉
の
記

よ
り
、
	
・
元
の
竟
年
に
は
、
省
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
「
倡
優
」
と
稱
さ
れ
る
樂
人
や
俳
優
が
樂
府
の
門
に
屬
し
て
い
た
こ
と
、
〈
ロ
〉
の
記

よ
り
、
續
く


の
頃
に
は
ま
す
ま
す
そ
の
勢
力
が
し
、
王
侯
貴
戚
の
で
も
輕
佻

な
樂
が
蔓
し
た
た
め
、
哀
が
位
と
同
時
に
樂
府
を
廢
止
し
た
こ
と
、
な
ど
が
確
さ
れ
る
。
ま
た
、
〈
ハ
〉
か
ら
〈
ホ
〉
の
記


よ
り
、
後
の
貴
戚
・
富
豪
の
家
で
の
宴
席
で
歌

曲
を
披
露
す
る
樂
人
や
俳
優
の
存
在
が
確
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
樂
府
の
廢
止
後
、
樂
人
・
俳
優
た
ち
の
多
く
が
生
活
の
場
を
求
め
て
貴
戚
・
富
豪
の
家
へ
入
り
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
）《
俳
諧
倡
樂
と
五
言
詩
と
の
關
わ
り
》
さ
ら
に
魏
の
五
言
詩
に
は
、
こ
う
し
た
貴
戚
・
富
豪
が
催
す
る
宴
席
で
歌

曲
を
披
露
す
る
樂
人
や
俳
優
の
を
い
た
詩
が
見
ら
れ
る
。
以
下
に
げ
る
〈
イ
〉〈
ロ
〉〈
ハ
〉
の
例
が
そ
れ
で
あ
る
。
〈
イ
〉
金
爲
君
門
、
白
玉
爲
君
堂
、
堂
上
置
樽
酒
、
作
使
邯
鄲
倡
。
〔
金
も
て
君
が
門
と
爲
し
、
白
玉
も
て
君
が
堂
と
爲
す
、
堂
上
に
樽
酒
を
置
き
、
邯
鄲
の
倡
を
作
使
す
。
／
『
樂
府
詩
集
』
卷
三
十
四
「
相
和
歌
辭
・

曲
」
收
の
樂
府
古
辭
「
相
逢
行
」〕
〈
ロ
〉
齊
倡
發
東
、
秦
箏
奏
西
。
〔
齊
倡
東
を
發
し
、
秦
箏
西
を
奏
す
。
／
魏
・
曹
丕
「
善
哉
行
二
首
」
其
二
〕
〈
ハ
〉
比
坐
高
閣
下
、

 作
名
倡
、
絃
歌
隨
風
!、
吐
含
"
#。
〔
比
び
て
高
閣
の
下
に
坐
し
、
 を
き
て
名
倡
を
作
さ
し
む
、
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絃
歌
風
に
隨
ひ
て
し
、
を
吐
き
て

を
含
む
。
／
魏
・
曹
丕
「
日
詩
」〕
ま
た
、
以
下
の
〈
ニ
〉
の
よ
う
に
、
倡
家
出
身
の
李
年
が

	の
武

に
妹
の
李
夫
人
を
め
た
時
の
詩
も
ま
た
ね
五
言
を
基
と
し
て
お
り
、
〈
ホ
〉
の
よ
う
に
倡
家
の
女
を
人
公
と
し
て
詠
ん
だ
五
言
の
詩
も
存
在
す
る
。
〈
ニ
〉
北
方
有
佳
人
、
世
而
獨
立
、
一
傾
人
、
再
傾
人
國
、
不
知
傾
與
傾
國
、
佳
人
再
得
。
〔
北
方
に
佳
人
有
り
、
世
に
し
て
獨
立
す
、
一
す
れ
ば
人
の
を
傾
け
、
再
す
れ
ば
人
の
國
を
傾
く
、
く
ん
ぞ
知
ら
ざ
ら
ん
傾
と
傾
國
と
を
、
佳
人
は
再
び
は
得
る
こ
と
し
。
／
『
	書
』
卷
九
十
七
上
「
外
戚
傳
」
收
の
李
年
の
歌
〕
〈
ホ
〉
昔
爲
倡
家
女
、
今
爲
蕩
子
、
蕩
子
行
不
歸
、
空
牀
獨
守
。
〔
昔
は
倡
家
の
女
た
り
、
今
は
蕩
子
の
と
爲
る
、
蕩
子
は
行
き
て
歸
ら
ず
、
空
牀
獨
り
守
る
こ
と
し
。
／
『
文
』
卷
二
十
九
收
「
古
詩
十
九
首
」
其
二
〕
以
上
、
（
）
（
）
（
）
を
總
合
に
斷
し
た
場
合
、
五
言
詩
と
俳
諧
倡
樂
と
の
關
わ
り
は
極
め
て
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
く
、
五
言
詩
に
對
す
る
摯
の
先
の
指
摘
も
ま
た
、
	魏
に
お
け
る
詩
作
の
實
態
を
か
な
り
正
確
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
、
興
膳
宏
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
摯
は
『
文
章
流
別
集
』

び
『
文
章
流
別
論
』
を
集
す
る
に
あ
た
っ
て
、
①
有
韻
の
文
を
對
象
と
し
、
②
時
代
は
兩
	を
中
心
に
魏
初
を
以
て
下
限
と
す
る
、
と
い
う
二
大
原
則
を
設
け
て
い
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
（
）。
だ
と
す
れ
ば
、
摯

の
指
摘
が
	魏
の
實
態
に
 し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
、
ま
す
ま
す
高
い
も
の
と
な
ろ
う
。
後
	の
人
士
も
ま
た
、
摯
と
同
じ
よ
う
に
、
五
言
詩
を
俳
優
・
樂
人
な
ど
が
多
用
す
る
俗
樂
と
關
わ
り
の
深
い
!俗
な
詩
形
と
"識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
五
言
詩
と
の
關
わ
り
の
深
さ
が
"め
ら
れ
る
俳
諧
倡
樂
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
そ
の
技
#に
よ
っ
て
爲
政
$に
媚
び
入
り
、
爲
政
$を
奢
侈
に
%き
政
治
を
怠
ら
せ
る
&
'
(因
と
も
な
り
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
孔
子
は
、
彼
ら
に
對
し
て
)惡
の
*を
露
わ
に
し
、
そ
の
存
在
自
體
を
明
確
に
否
定
し
た
。
『
史
記
』
卷
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
齊
有
司
趨
而
曰
、「
+奏
宮
中
之
樂
」。
景
公
曰
、「
,」。
優
倡
侏
儒
爲
戲
而
。
孔
子
趨
而
、
…
…
曰
、
「
-夫
而
營
惑
.
侯
$當
誅
。
+命
有
司
」。
有
司
加
法
焉
、
手
足
/處
。
〔
齊
の
有
司
趨
り
て
み
て
曰
は
く
、
「
宮
中
の
樂
を
奏
せ
ん
後
漢
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
要
因
に
つ
い
て
（
矢
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こ
と
を
ふ
」
と
。
景
公
曰
は
く
、
「
」
と
。
優
倡
侏
儒
戲
れ
を
爲
し
て
む
。
孔
子
趨
り
て
み
、
…
…
曰
は
く
、
「
夫
に
し
て
侯
を
營
惑
す
る
は
當
に
誅
す
べ
し
。
有
司
に
命
ぜ
ん
こ
と
を
ふ
」
と
。
有
司
法
を
加
へ
、
手
足
處
を
	に
す
。〕
魯
の
定
公
と
齊
の
景
公
が
夾
谷
で
行
っ
た
會
盟
で
の
こ
と
。
齊
の
景
公
が
魯
の
定
公
を

樂
で
も
て
な
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
俳
優
や
樂
人
た
ち
が
戲
れ
な
が
ら
み
出
て
き
た
。
そ
の
俳
優
や
樂
人
た
ち
に
對
し
て
、
定
公
に
同
行
し
て
い
た
孔
子
が
「
夫
に
し
て
侯
を
營
惑
す
る
は
當
に
誅
す
べ
し
」
と
、
齊
の
景
公
に
そ
れ
ら
を
誅
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。「
俳
諧
倡
樂
」
に
對
す
る
孔
子
の
こ
う
し
た
態
度
は
、
後
人
士
の
詩
作
の
あ
り
よ
う
、
す
な
わ
ち
五
言
詩
よ
り
も
四
言
詩
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
因
を
考
え
る
う
え
で
、
大
き
な
手
掛
か
り
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四
、
後
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
因
で
は
、
後
人
士
の
詩
作
活
動
に
お
い
て
五
言
詩
よ
り
も
四
言
詩
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
因
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
儒
一
の
後
に
お
い
て
は
、
儒
の
經
典
の
一
つ
で
あ
る
『
詩
經
』
由
來
の
四
言
が
「
正
體
」
と
し
て
重
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
光
武
が
位
し
て
ま
も
な
く
洛
陽
に
太
學
を
設
置
し
、
年
に
は
明
堂
・
靈
臺
・
辟
雍
を
建
設
す
る
な
ど
儒

を
奬
し
た
こ
と
、
政
治
面
に
お
い
て
も
儒
の
圖
讖
を
重
し
た
こ
と
、
章
が
白
虎
會
議
に
お
い
て
儒
を
後
國
家
に
お
け
る
正
統
思
想
と
し
て
承
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
人
材
登
用
の
面
に
お
い
て
も
儒
の
目
が
重
さ
れ
た
こ
と
、
地
方
に
お
け
る
學
校
制
度
が
整
備
さ
れ
學

境
が
充
實
し
た
こ
と
（
）、
な
ど
も
あ
っ
て
、
後
に
お
い
て
は
儒
が
各
地
に

し
、
ま
さ
に
儒
一
の
樣
相
を
す
る
に
至
っ
た
（
）。
こ
う
し
た
況
の
下
、
儒
を
信
奉
す
る
人
士
が
詩
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
儒
の
經
典
の
一
つ
で
あ
る
『
詩
經
』
由
來
の
四
言
を
重
し
、
優
先
 に
そ
れ
を
!擇
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
當
然
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
實
際
、
後
人
士
の
四
言
詩
に
は
、『
詩
經
』
か
ら
の
影
"が
多
分
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
ま
ず
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四
言
が
儒
の
經
典
の
一
つ
で
あ
る
『
詩
經
』
に
由
來
す
る
正
統
 
な
詩
形
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
五
言
は
「
俳
諧
倡
樂
」
な
ど
と
稱
さ
れ
る
俳
優
・
樂
人
と
の
關
わ
り
が
大
い
に
指
摘
さ
れ
る
詩
形
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
俳
諧
倡
樂
」
は
、
以
下
の
〈
イ
〉〈
ロ
〉〈
ハ
〉
の
記
#か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、

$の
あ
る
人
士
か
ら
は
、
下
賤
な
も
の
と
し
て
蔑
ま
れ
て
い
た
。
中
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〈
イ
〉
古
以
天
下
奉
一
一
后
而

、
今
貴
人
大
賈
屋
壁
得
爲

、
賈
優
倡
下
賤
子
得
爲
后
	。
〔
古
は
天
下
一
一
后
を
奉
ず
る
を
以
っ
て
は
ふ
も
、
今
は
貴
人
・
大
賈
の
屋
壁
の
を
爲
る
を
得
、
賈
・
優
倡
・
下
賤
の
子
后
の
	を
爲
る
を
得
た
り
。
／


・
賈
誼
『
新
書
』
卷
三
「

子
」〕
〈
ロ
〉
文
史
星

乎
卜
之
。
固
上
戲
弄
。
倡
優
畜
之
、
流
俗
之
輕
也
。
〔
文
史
星
は
卜
の
に
し
。
固
よ
り
上
の
戲
弄
す
る
な
り
。
倡
優
之
れ
を
畜
ふ
る
は
、
流
俗
の
輕
ん
ず
る

な
り
。
／
『
書
』
卷
六
十
二
「
司
馬
傳
」〕
〈
ハ
〉
皋
不
經
、
詼
笑
俳
倡
。
…
…
皋
賦
辭
中
自
言
爲
賦
不
如
相
如
。
又
言
爲
賦
乃
俳
、
見
如
倡
。
自

倡
也
。
〔
皋
經
に
ぜ
ず
、
詼
笑
す
る
こ
と
俳
倡
に
た
り
。
…
…
皋
賦
の
辭
中
に
て
自
ら
賦
を
爲
る
こ
と
相
如
し
ょ
う
じ
ょ
に
如
か
ず
と
言
ふ
。
又
た
賦
を
爲
る
は
乃
ち
俳
な
れ
ば
、
ら
る
る
こ
と
倡
の
如
し
と
言
ふ
。
自
ら
倡
に
せ
ら
る
る
を
ゆ
る
な
り
。
／
『
書
』
卷
五
十
一
「
枚
皋
傳
」〕
〈
イ
〉
の
記
か
ら
は
「
優
倡
」
が
「
賈
（
人
の
妻
）」
や
「
下
賤
子
（
奴
隸
の
生
ん
だ
子
）」
と
同
列
に
わ
れ
る
下
賤
な
身
分
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
〈
ロ
〉
の
記
か
ら
は
世
俗
に
輕
ん
じ
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
〈
ハ
〉
の
記
か
ら
は
「
俳
倡
」
と
同
一
さ
れ
る
こ
と
は
人
士
に
と
っ
て
甚
だ
不
名
な
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
確
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も


の
例
で
は
あ
る
が
、
「
俳
倡
」「
倡
優
」
に
對
す
る
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
後
人
士
に
お
い
て
も
同
樣
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
「
俳
諧
倡
樂
」
に
つ
い
て
は
、


に
お
い
て
確
し
た
り
、
す
で
に
孔
子
が
彼
ら
に
對
し
て
惡
の
を
露
わ
に
し
、
そ
の
存
在
自
體
を
 惡
と
し
て
明
確
に
否
定
し
て
い
た
。
は
た
し
て
孔
子
が
そ
の
存
在
を
否
定
し
て
以
來
、
下
賤
な
も
の
と
し
て
蔑
ま
れ
て
き
た
「
俳
諧
倡
樂
」
と
五
言
詩
と
が
關
わ
り
の
深
い
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
儒
!を
信
奉
す
る
後
人
士
が
、
と
り
わ
け
"交
の
場
な
ど
で
、
自
ら
の
名
を
#し
て
五
言
詩
を
作
り
そ
れ
を
公
表
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
儒
!
$價
値
%と
抵
觸
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
に
、
心
理
$に
か
な
り
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
&）。
後
に
お
い
て
四
言
詩
が
優
勢
で
あ
っ
た
'因
、
(
に
言
え
ば
五
言
詩
が
振
る
わ
な
か
っ
た
'因
と
し
て
、
こ
う
し
た
點
も
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
※
な
お
、


に
お
い
て
は
、
劉
)も
指
摘
す
る
り
、
*名
な
人
士
に
よ
る
五
言
詩
が
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
五
言
詩
後
漢
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
要
因
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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が
く
振
る
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
確
さ
れ
る
が
、
實
は
四
言
に
つ
い
て
も
韋
孟
の
「
諷
諫
詩
」
「
在
鄒
詩
」
と
韋
玄
の
「
自
劾
詩
」「
戒
子
孫
詩
」
が
確
さ
れ
る
度
で
そ
の
數
は
極
め
て
少
な
い
。

に
お
い
て
最
も
流
行
し
て
い
た
の
は
楚
歌
で
あ
っ
た
。
楚
歌
に
つ
い
て
は
、
後
に
お
い
て
も
あ
る
一
定
の
勢
力
を
保
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
代
を
じ
て
楚
歌
が
流
行
し
た
	因
と
し
て
、

の
高

の
「
大
風
歌
」
が
楚
歌
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
楚
歌
は

に
お
け
る
傳
統
な
ス
タ
イ
ル
と
し
て
知
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
點
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
（
）。
ま
た
、

に
お
い
て
は
四
言
詩
が
後
ほ
ど
に
は
振
る
わ
な
か
っ
た
	因
と
し
て
、
儒
が
ま
だ
後
ほ
ど
に
は
國
各
地
に

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
從
來
、
儒
に
つ
い
て
は

の
武
期
に
董
仲
舒
の
對
策
に
よ
り
五
經
士
が
置
か
れ
た
こ
と
を
機
に
國
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
が
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
井
重
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
）。
儒
が
國
家
の
支
配
理
念
と
し
て
普
し
始
め
る
の
は
、
早
く
て
も

末
期
の
元
期
の
こ
と
と
見
る
の
が
穩
當
の
よ
う
で
あ
る
。
實
際
、
儒
家
官
僚
が

す
る
の
も
こ
の
時
期
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
公
卿

に
占
め
る
儒
家
官
僚
の
比
は
な
お
も
三
に
滿
た
ず
（
）、
す
で
に
建
國
初
期
の
時
點
で
八

く
を
占
め
て
い
た
後
の
時
代
に
比
べ
れ
ば
（
 ）、
儒
一
!と
い
う
に
は

"い
#態
に
あ
っ
た
。
代
に
お
け
る
楚
歌
の
流
行
、
お
よ
び

の
四
言
詩
が
後
ほ
ど
に
は
振
る
わ
な
か
っ
た
	因
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
は
以
上
の
點
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
五
、
王
粲
の
四
言
答
詩
と
「
荊
州
學
」
と
こ
ろ
で
、
王
粲
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
曹
操
$下
の
建
安
七
子
の
一
人
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
彼
の
四
言
の
%答
詩
は
、
以
下
の
〈
イ
〉〈
ロ
〉〈
ハ
〉
の
記
&か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
實
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
曹
操
に
歸
順
す
る
以
の
、
荊
州
の
劉
表
の
許
に
身
を
寄
せ
て
い
た
時
期
の
作
で
あ
る
。
（
'）
〈
イ
〉
蔡
子
篤
爲
(書
、
仲
宣
與
之
爲
友
。
同
)
*荊
州
。
子
篤
+
會
稽
、
仲
宣
於
%之
。
〔
蔡
子
篤
(書
と
爲
り
、
仲
宣
之
れ
と
友
た
り
。
同
に
*
を
荊
州
に
)く
。
子
篤
會
稽
に
+ら
ん
と
す
る
に
、
仲
宣
こ
こ
に
於
い
て
之
れ
に
%る
。
／
『
文
,』
卷
二
十
三
-收
「
%蔡
子
篤
詩
」
に
對
す
る
呂
向
.〕
中
國
詩
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叢
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〈
ロ
〉
『
三
輔
決
』
趙

曰
、
士
孫
字
文
始
、
…
…
父
瑞
知
王
允
必
敗
、
京
師
不
可
居
、
乃
命
將
家
屬
至
荊
州
依
劉
表
。
…
…
與
山
陽
王
粲
善
。
當
就
國
、
粲
等
各
作
詩
以

。
〔
『
三
輔
決
』
の
趙
の
に
曰
は
く
、
士
孫

字
は
文
始
、
…
…
父
の
瑞
王
允
の
必
ら
ず
敗
れ
、
京
師
は
居
る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
り
、
乃
ち
に
命
じ
て
家
屬
を
將
ゐ
て
荊
州
に
至
り
劉
表
に
依
ら
し
む
。
…
…
山
陽
の
王
粲
と
善
し
。

國
に
就
く
に
當
た
り
、
粲
等
各
お
の
詩
を
作
り
て
以
っ
て
に
る
、
と
。
／
『
文
』
卷
二
十
三
收
「
士
孫
文
始
詩
」
に
對
す
る
李
善
〕
〈
ハ
〉
干
寶
『
	

記
』
曰
、
文
頴
字
叔
良
、
南
陽
人
。
欽
集
又
云
、
爲
荊
州
從
事
文
叔
良
作
移
零
陵
文
。
〔
干
寶
の
『
	

記
』
に
曰
は
く
、
文
頴
字
は
叔
良
、
南
陽
の
人
な
り
、
と
。
欽
の
集
に
又
た
云
ふ
、
荊
州
從
事
の
文
叔
良
の
爲
に
零
陵
に
移
す
の
文
を
作
る
、
と
。
／
『
文
』
卷
二
十
三
收
「
文
叔
良
詩
」
に
對
す
る
李
善
〕
後
末
の
戰
亂
の
中
で
、
劉
表
が
支
配
す
る
荊
州
は
比
較

穩
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
學
や
人
士
が
移
し
た
と
言
う
。
ま
た
、
劉
表
は
儒
を
保
し
、
學
校
を
建
て
、
學
た
ち
に
經
典
の
解
釋
を

め
さ
せ
る
な
ど
し
た
た
め
、
そ
こ
に
は
「
荊
州
學
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
儒
が
興
っ
た
と
言
う
（
）。
『
後
書
』
卷
七
十
四
下
「
劉
表
傳
」
に
、
關
西
・
・
豫
學
士
歸
、
蓋
有
千
數
。
表
安
慰
賑
贍
、
皆
得

。
遂
立
學
校
、
求
儒
。
母
・
宋
忠
等
、
撰
立
五
經
章
句
、
謂
之
後
定
。
〔
關
西
・
・
豫
の
學
士
の
歸
す
る
、
蓋
し
千
も
て
數
ふ
る
有
り
。
表
安
慰
し
賑
贍
し
ん
せ
んし
て
、
皆
な

き
を
得
た
り
。
遂
に
學
校
を
立
し
、
く
儒
を
求
む
。
母
・
宋
忠
等
、
五
經
章
句
を
撰
立
し
、
之
れ
を
後
定
と
謂
ふ
。〕
と
あ
り
、
王
粲
の
「
荊
州
文
學
記
官
志
」
に
も
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
有
荊
州
牧
劉
君
。
…
…
乃
命
五
業
從
事
宋
衷
新
作
文
學
、
朋
徒
焉
。
…
…
耆
故
老
母
等
負
書

 、
自
!而
至
、
三
百
有
餘
人
。
〔
荊
州
の
牧
劉
君
有
り
。
…
…
乃
ち
五
業
從
事
の
宋
衷
に
命
じ
て
新
た
に
文
學
と
作 な
し
、
朋
徒
を

ま
ねか
し
む
。
…
…
耆

き
と
く故
老
の
母
等
書
を
負
ひ
 を
ひ
て
、
!き
よ
り
至
る
、
三
百
有
餘
人
。〕
王
粲
の
四
言
に
よ
る
答
詩
は
、
こ
う
し
た
「
荊
州
學
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
儒
の
活
動
が
"ん
に
繰
り
廣
げ
ら
れ
て
い
た
#境
の
も
と
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
彼
が
四
言
を
擇
後
漢
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
要
因
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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し
た
の
は
、
や
は
り
儒
の
經
典
の
『
詩
經
』
に
由
來
す
る
ス
タ
イ
ル
を
重
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
）。
事
實
、
王
粲
の
四
言
答
詩
の
い
ず
れ
に
も
、『
詩
經
』
を
意
識
し
た
表
現
が
隨
に
見
ら
れ
る
。
因
み
に
、
そ
の
點
を
「
士
孫
文
始
詩
」
の
第
四
章
を
例
に
確
す
れ
ば
、
以
下
の
り
と
な
る
。
惟
彼
南
	、
君
子
居
之
、
悠
悠
我
心
、

言
之
、
人
亦
有
言
、
靡
日
不
思
、
矧
伊
婉
、
胡
不
悽
而
、
晨
風
夕
、
託
與
之
期
。
〔
彼
の
南
	を
惟
ふ
に
、
君
子
は
之
れ
に
居
る
、
悠
悠
た
る
我
が
心
、

か
言
に
之
れ
を
ふ
、
人
も
亦
た
言
ふ
有
り
、
日
と
し
て
思
は
ざ
る
は
靡
し
と
、
矧
ん
や
伊
の
婉
を
や
、
胡
ぞ
悽
而
た
ら
ざ
ら
ん
、
晨
風
は
や
ぶ
さ
夕
べ
に
か
ん
と
す
、
託
す
る
に
之
れ
と
期
す
る
を
も
っ
て
せ
ん
。〕
す
で
に
（
20）

の
龜
山
論
文
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
悠
悠
我
心
」
の
句
は
鄭
風
・
子
衿
か
ら
の
、「
人
亦
有
言
」
の
句
は
大
の
蕩
や
抑
な
ど
か
ら
の
、
「
靡
日
不
思
」
の
句
は
風
・
泉
水
か
ら
の
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
の
引
用
で
あ
り
、「
矧
伊
婉
」
の
句
は
小
・
伐
木
の
「
矧
伊
人
矣
」
と
風
・
新
臺
の
「
燕
婉
之
求
」
と
を
踏
ま
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
「
晨
風
夕
」
の
句
に
見
え
る
「
晨
風
」
は
秦
風
の
篇
名
の
一
つ
で
あ
り
、
「

言
之
」
の
句
に
見
え
る
「

言
」
や
「
胡
不
悽
而
」
の
句
に
見
え
る
「
胡
不
」
な
ど
も
『
詩
經
』
に
出
す
る
表
現
で
あ
る
。
六
、
結
語
以
上
、
後
に
お
い
て
は
、
名
な
人
士
の
詩
作
は
ね
四
言
を

と
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
儀
禮

素
お
よ
び
交

素
の
い
詩
に
お
い
て
は
、
優
先
に
四
言
が
擇
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
後

人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
因
と
し
て
、
本
稿
で
は
ま
ず
第
一
に
、
儒
を
國
家
の
正
統
思
想
と
し
た
後
の

お
よ
び
儒
を
信
奉
す
る
後
の
人
士
に
と
っ
て
、
儒
の
經
典
の
一
つ
で
あ
る
『
詩
經
』
由
來
の
四
言
こ
そ
が
正
統
な
詩
形
と
し
て
識
さ
れ
重
さ
れ
た
、
と
い
う
點
を
指
摘
し
た
。
實
際
、
後
人
士
の
詩
に
は
『
詩
經
』
か
ら
の
影
が
多
分
に
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
點
に
つ
い
て
は
お
お
か
た
論
の
な
い
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
五
言
は
、
西
晉
の
摯
 の
言
!に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
俳
諧
倡
樂
な
ど
と
呼
ば
れ
る
俳
優
・
樂
人
と
の
關
わ
り
が
指
摘
さ
れ
る

俗
な
詩
形
で
あ
っ
た
。
そ
の
技
"に
よ
っ
て
爲
政
#に
媚
び
入
る
俳
諧
倡
樂
は
、
い
つ
の
世
に
お
い
て
も
爲
政
#を
奢
侈
に
$き
政
治
を
怠
ら
せ
る
%
&
因
と
な
り
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
孔
子
は
、
彼
ら
に
對
し
て
'惡
の
(を
露
わ
に
し
、
そ
の
存
在
自
體
を
明
確
に
否
定
し
た
。
以
來
、
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俳
諧
倡
樂
は
、

の
あ
る
人
士
、
と
り
わ
け
儒
を
信
奉
す
る
人
士
か
ら
は
下
賤
な
も
の
と
し
て
蔑
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
は
た
し
て

代
に
登
場
し
た
五
言
と
い
う
詩
形
が
、
こ
の
よ
う
な
俳
諧
倡
樂
と
關
わ
り
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
儒
を
信
奉
す
る
後
人
士
が
、
と
り
わ
け
交
の
場
な
ど
で
自
ら
の
名
を
し
て
そ
れ
を
作
り
公
表
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
儒

價
値
と
抵
觸
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
け
に
、
心
理
に
か
な
り
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
後
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
	因
、

に
言
え
ば
五
言
が
四
言
ほ
ど
に
は
振
る
わ
な
か
っ
た
	因
と
し
て
、
こ
う
し
た
點
か
ら
の
指
摘
も
ま
た
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
五
言
詩
の
地
位
が
向
上
し
、
四
言
詩
と
同
樣
に
名
な
人
士
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
そ
の
傍
ら
に
常
に
俳
諧
・
倡
優
を
侍
ら
せ
、
自
ら
も
ま
た
五
言
を
は
じ
め
俗
樂
に
由
來
す
る
樂
府
系
の
作
品
を
意
欲
に
創
作
し
た
曹
操
、
そ
の
息
子
で
倡
家
出
身
の
卞
氏
を
母
に
持
ち
、
や
は
り
五
言
詩
の
創
作
に
意
欲
で
あ
っ
た
曹
丕
・
曹
植
の
兄
弟
、
な
ど
の
出
現
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
）。
【
】
（
１
）
『
玉
臺
新
詠
』
卷
一
に
は
蔡
の
作
と
し
て
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、
『
文
』
卷
二
十
七
に
は
作
不
明
の
古
辭
と
し
て
收
め
ら
れ
て
い
る
。
（
２
）
い
ず
れ
も
『
後
書
』
卷
八
十
下
「
文
傳
」
に
傳
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
趙
壹
…
…
而
恃
才
倨
傲
、
爲
黨
擯
。
…
…
後
抵
罪
、
幾
至
死
、
友
人
救
得
。
…
…
光
和
元
年
、
舉
郡
上
計
到
京
師
。
…
…
州
郡
爭

禮
命
、
十
辟
公
府
、
竝
不
就
、
於
家
。
初
袁
逢
使
善
相
相
壹
、
云
「
仕
不
郡
吏
」
。
竟
如
其
言
。
〔
趙
壹
…
…
而
し
て
才
を
恃
み
て
倨
傲
な
れ
ば
、
黨
の
擯 し
り
ぞく
る
と
爲
る
。
…
…
後
ち

し
ばし
ば
罪
に
抵
た
り
、
幾 ほ
と
んど
死
に
至
ら
ん
と
す
る
も
、
友
人
救
ひ
て
る
る
を
得
た
り
。
…
…
光
和
元
年
、
郡
の
上
計
に
舉
げ
ら
れ
京
師
に
到
る
。
…
…
州
郡
爭
ひ
て
禮
命
を
し
、
十
た
び
公
府
に
辟
す
も
、
竝
び
に
就
か
ず
、
家
に

は
る
。
初
め
袁
逢
相
を
善
く
す
る
を
し
て
壹
を
相
み
し
む
、
云
ふ
「
仕
ふ
る
も
郡
吏
に
ぎ
ず
」
と
。
竟
に
其
の
言
の
如
し
。〕
炎
…
…
靈
時
、
州
郡
辟
命
、
皆
不
就
。
…
…
炎
後
風
病
忽
。
性
至
孝
、
母
憂
、
病
甚
發
動
。
妻
始
而
死
、
妻
家
訟
之
。
收

獄
。
炎
病
不
能
理
對
、
熹
六
年
、
遂
死
獄
中
、
時
年
二
十
八
。
〔

炎
…
…
靈
の
時
、
州
郡
辟
命
す
る
も
、
皆
な
就
か
ず
。
…
…
炎
後
ち
風
病
に
し
て
忽
た
り
。
性
至
孝
な
れ
ば
、
母
の
憂
ひ
に
ひ
て
、
病
甚
だ
發
動
す
。
妻
始
め
て
す
る
も
き
て
死
す
れ
ば
、
妻
の
家
之
れ
を
訟
ふ
。
收
め
ら
れ
て
獄
に
が
る
。
炎
病
な
れ
ば
理
も
て
對
ふ
る
能
は
ず
、
熹
六
年
、
遂
に
獄
中
に
死
す
、
時
に
年
二
十
八
な
り
。〕
侯
瑾
…
…
少
孤
貧
、
依
宗
人
居
。
性
篤
學
、
恆
傭
作
爲
 、
!
"輒
#柴
以
讀
書
。
…
…
州
郡
累
召
、
公
車
有
$
%、
竝
稱
疾
不
到
。
…
…
後
漢
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
要
因
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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而
徙
入
山
中
、
覃
思

。
以
莫
知
于
世
。
〔
侯
瑾
…
…
少
く
し
て
孤
貧
、
宗
人
の
居
に
依
る
。
性
は
篤
學
、
恆
に
傭
作
し
て
と
爲
し
、

れ
に
れ
ば
輒
ち
柴
を
や
し
て
以
っ
て
書
を
讀
む
。
…
…
州
郡
累
り
に
召
し
、
公
車
有
も
て
	す
も
、
竝
び
に
疾
と
稱
し
て
到
ら
ず
。
…
…
而
し
て
徙
り
て
山
中
に
入
り
、
覃 し
ずか
に

を
思
ふ
。
以
っ
て
世
に
知
ら
る
る
こ
と
莫
し
。〕
（
３
）
光
武

の
兵
・
位
・
封
禪
な
ど
、
皇

・
王
に
と
っ
て
重

と
さ
れ
る
出
來
事
が
て
書
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
堯
後
と
火

に
つ
い
て
は
、
井
重

『
代
儒

の
史

究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
第
三
篇
「
班
固
『
書
』
の
究
」
を
參
照
。
（
４
）
木
齋
論
文
「
初
論
古
詩
十
九
首
生
在
建
安
曹
魏
時
代
―
從
五
言
詩
形


角
度
探
―
」（『
山
西
大
學
學
報
』
哲
學
會
科
學
版
、
第
二
十
八
卷
第
二
期
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
の
秦
嘉
と
徐
淑
の
答
詩
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
僞
作
の
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
ま
た
、
 
山
剛
一
!氏
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
語
彙
の
面
か
ら
、
西
晉
期
の
僞
作
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
（
「
西
晉
に
お
け
る
秦
嘉
・
徐
淑
の
答
詩
」
第
七
回
六
學
"學
會
大
會
、
二
〇
〇
三
年
十
一
#三
日
、
於
斯
文
會
$
%堂
）。
（
５
）
〈
イ
〉
『
藝
文
&聚
』
卷
三
十
一
「
人
部
十
五
答
」
、
〈
ロ
〉
『
太
'御
覽
』
卷
三
八
五
「
人
事
部
二
六
幼
智
下
」
、
〈
ハ
〉
『
太
'
御
覽
』
卷
五
一
二
「
宗
親
部
二
伯
叔
」
に
引
く
。
そ
れ
ぞ
れ
文
字
の
(同
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
〈
ハ
〉
に
引
く
記
を
)げ
た
。
な
お
、
文
中
に
あ
る
「
宿
年
客
」
の
「
年
」
は
衍
字
で
あ
ろ
う
。
〈
ロ
〉
は
「
宿
客
」
に
作
る
。
（
６
）
『
法
言
』
卷
四
「
問
*篇
」
に
、「
育
而
不
+
,、
吾
家
之
童
烏
乎
。
九
齡
而
與
我
立
文
。
〔
育
ち
て
+な
ら
ざ
る
,は
、
吾
が
家
の
童
烏
な
ら
ん
か
。
九
齡
に
し
て
我
れ
と
文
を
立
つ
〕」
と
あ
る
。
（
７
）
因
み
に
、
傅
毅
「
-志
詩
」
に
も
、「
秩
秩
大
猷
〔
秩
秩
た
る
大
猷
〕」
と
い
う
「
小
・
巧
言
」
の
句
が
、
張
衡
「
怨
詩
」
に
も
、
「
之
子
之
.〔
之
の
子
之
き
.ざ
か
る
〕」
と
い
う
「
小
・
白
/」
の
句
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
８
）
拙
論
「
摯
0の
「
四
言
正
統
」
に
つ
い
て
」（『
立
命
$文
學
』
第
五
九
八
號
、
二
〇
〇
七
年
）
、
拙
論
「
四
言
詩
と
五
言
詩
の
特
質
と
1
衰
に
つ
い
て
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
六
集
、
二
〇
〇
七
年
）
を
參
照
。
（
９
）
摯
0が
こ
こ
で
言
う
「
古
詩
」
が
『
詩
經
』
を
指
す
こ
と
は
、
例
え
ば
「
古
詩
三
言
,、
振
振
鷺
、
鷺
於
飛
之
屬
是
也
。
〔
古
詩
の
三
言
な
る
,は
、「
振
振
鷺
、
鷺
於
飛
」（
魯
頌
・
有
2）
の
屬
是
れ
な
り
。〕」
と
言
う
よ
う
に
、
三
言
・
五
言
・
六
言
・
七
言
・
九
言
の
句
の
例
と
し
て
『
詩
經
』
の
句
を
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
『
詩
經
』
を
指
し
て
「
古
詩
」
と
稱
し
て
い
る
例
と
し
て
、
班
固
の
「
兩
3賦
」
序
の
「
賦
,、
古
詩
之
流
也
。
…
…
抑
亦
頌
之
亞
也
。
〔
賦
は
、
古
詩
の
流
れ
な
り
。
…
…
抑
そ
も
亦
た
頌
の
亞
な
り
。
〕
」
を
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
10）
興
膳
宏
論
文
「
摯
0文
章
流
別
志
論
攷
」
（
『
中
國
の
文
學
理
論
』
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
20
筑
書
、
一
九
八
八
年
。
初
出
は
『
入
矢
授
・
小
川
授
休
記
念
中
國
文
學
語
學
論
集
』、
京
大
學
、
一
九
七
四
年
）。
（
11）

の
	

の
時
、
王
莽
に
よ
っ
て
郡
國
に
は
學
、
縣
に
は
校
、

に
は
庠
、
聚
に
は
序
が
、
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
、
地
方
の
學
校
制
度
が
整
備
さ
れ
、
後
に
入
る
と
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
加
え
て
私
學
も
ん
に
な
り
、
地
方
に
お
け
る
學

境
が
ま
す
ま
す
充
實
し
た
。
代
の
育
制
度
に
つ
い
て
は
、
東
晉

『
後
時
代
の
政
治
と
會
』
（
名
古
屋
大
學
出
版
會
、
一
九
九
五
年
）
の
第
三
章
「
儒
學
の
普
と
知
識
階
の
形
」
に
詳
し
い
。
東
氏
の
を
基
に
、
當
時
の
育
課
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
八
か
ら
十
四
頃
に
か
け
て
里
に
お
い
て
『
孝
經
』
と
『
論
語
』
を
學
し
た
後
、
十
五
頃
か
ら
生
と
し
て
太
學
・
郡
國
學
・
私
學
な
ど
に
學
し
、
五
經
を
學
し
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
學
に
も
一
定
の
順
序
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
ま
ず
最
初
に
『
詩
』
を
學
し
、
に
『
書
』
と
『
春
秋
』、『
易
』
と
『
禮
』
は
や
や
高
年
と
な
っ
て
得
さ
れ
る
の
が
普
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に
、
第
二
で
確
し
た
桓
は
、
學
年
齡
の
十
五
以
に
す
で
に
書
傳
を
獵
し
、
詩
賦
を
作
る
こ
と
も
で
き
、
極
め
て
早
熟
な
少
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
（
12）
渡
邉
義
氏
は
、『
後
國
家
の
支
配
と
儒
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
）
の
「
序
論
」
に
お
い
て
、
「
儒
」
を
「
國
家
の
支
配
を
正
當
 す
る
た
め
の
政
治
思
想
で
あ
り
、
國
家
の
支
配
の
正
當
 の
た
め
に
は
變
質
・
!從
を
も
辭
さ
な
い
國
家
の
支
配
理
念
」
と
定
義
し
、
そ
の
定
義
を
基
礎
と
し
て
、
「
①
政
治
思
想
と
し
て
國
家
を
正
當
 す
る
「
儒
」
が
、
國
家
の
支
配
理
念
と
し
て
承
さ
れ
、
②
こ
う
し
た
儒
が
官
僚
に
"潤
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
③
支
配
の
#體
$な
場
に
も
出
現
し
、
④
そ
う
し
た
支
配
を
%
&す
る
在
地
勢
力
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
國
家
」
を
「
儒
國
家
」
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
後
こ
そ
が
「
儒
國
家
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
國
家
で
あ
る
こ
と
を
、
同
書
の
各
章
に
お
い
て
實
證
す
る
。
（
13）
儒
を
信
奉
す
る
人
士
に
對
す
る
孔
子
の
影
'力
か
ら
も
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
(斷
さ
れ
る
。
因
み
に
、
夾
谷
で
の
魯
の
定
公
と
齊
の
景
公
と
の
會
盟
に
お
い
て
、
孔
子
が
「
優
倡
侏
儒
」
の
誅
)を
齊
の
景
公
に
*求
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
後
人
士
も
ま
た
高
い
關
心
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
永
+二
年
正
,、
-國
の
王
が
獻
上
し
た
.
樂
を
宮
中
に
て
演
奏
さ
せ
た
安

に
對
し
て
、
陳
禪
が
諌
め
た
言
/に
、
「
昔
齊
魯
爲
夾
谷
之
會
。
齊
作
侏
儒
之
樂
、
仲
尼
誅
之
。〔
昔
齊
と
魯
夾
谷
の
會
を
爲
す
。
齊
侏
儒
の
樂
を
作
す
に
、
仲
尼
之
れ
を
誅
せ
し
む
。
〕
」
（
『
後
書
』
卷
五
十
一
「
陳
禪
傳
」
）
と
あ
る
。
後
人
士
に
對
す
る
孔
子
の
影
'力
お
よ
び
後
人
士
が
孔
子
の
言
動
を
自
ら
の
(斷
基
準
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
見
な
せ
よ
う
。
（
14）
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
班
固
の
「
兩
賦
」
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
五
篇
の
詩
の
う
ち
の
「
寶
鼎
詩
」
「
白
雉
詩
」
が
楚
歌
體
で
あ
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
0點
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
15）
1井
重
2
『
代
儒
の
史
$
3究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）。
（
16）
	井
正
士
論
文
「
代
に
於
け
る
儒
家
官
僚
の
公
卿
へ
の
"潤
」
後
漢
人
士
の
詩
作
に
お
け
る
四
言
優
勢
の
要
因
に
つ
い
て
（
矢
田
）
21
（
酒
井
忠
夫
先
生
古
稀
賀
記
念
論
集
『
史
に
お
け
る
民
衆
と
文
』
國
書
刊
行
會
、
一
九
八
二
年
）
は
、
公
卿
に
占
め
る
儒
家
官
僚
の
比
を
査
し
、
武
期
で
は
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
	ぎ
な
か
っ
た
が
、
宣
期
で
は
十
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
元
期
で
は
二
十
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
が
高
ま
る
と
指
摘
す
る
。
（
17）
渡
邉
義


『
後
國
家
の
支
配
と
儒
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
）
の
第
二
章
「
官
僚
」
を
參
照
。
（
18）
荊
州
期
の
王
粲
と
蔡
睦
（
字
は
子
篤
）
・
士
孫
（
文
始
）
・
文
頴
（
叔
良
）
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
伊
正
文
論
文
「
王
粲
傳
論
」
（『
建
安
詩
人
と
そ
の
傳
統
』
創
文
、
二
〇
〇
二
年
、
收
）
を
參
照
。
（
19）
荊
州
學
に
つ
い
て
は
、
加
賀
榮
治
『
中
國
古
典
解
釋
史
魏
晉
篇
』
（
勁
書
、
一
九
八
八
年
、
初
版
は
一
九
六
四
年
）、
汪
惠

『
三
國
時
代
之
經
學
究
』
（
京
文
事
業
有
限
公
司
、
一
九
八
一
年
）
を
參
照
。
（
20）
王
粲
の
四
言
答
詩
に
つ
い
て
は
、
龜
山
論
文
「
建
安
詩
人
に
よ
る
別
の
答
詩
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
一
集
、
一
九
八
九
年
）
に
詳
し
い
作
品
分
析
が
見
ら
れ
る
。
龜
山
氏
は
、
例
え
ば
「
士
孫
文
始
詩
」
に
つ
い
て
、
「
こ
の
詩
は
、
公
開
の
別
の
場
に
お
い
て
發
表
さ
れ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
、「
こ
の
詩
が
四
言
の
詩
型
を
と
り
、
な
か
ん
ず
く
『
詩
經
』
表
現
を
多
用
し
〈
〉
の
ス
タ
イ
ル
を
襲
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
現
實
な
求
を
滿
た
す
た
め
に
作
が
と
っ
た
意
識
な
手
法
で
あ
っ
た
に
い
な
い
。」
と
指
摘
す
る
。
（
21）
拙
論
「
魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の
因
に
つ
い
て
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
五
集
、
中
國
詩
文
究
會
、
二
〇
〇
六
年
）
を
參
照
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
22
